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こ
ん
に
ち
は
。
沖
縄
知
事
選
挙
で
、
安
倍
内
閣
と
維
新
の
会
な
ど
が
全
面
支
援
す
る
佐
喜
真
候
補
は
、

辺
野
古
新
基
地
建
設
の
是
非
に
つ
い
て
ま
っ
た
く
語
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
沖
縄
の
未
来
に
と
っ
て
重
大
な

問
題
を
語
ら
な
い
姿
勢
は
、
知
事
選
挙
の
候
補
者
と
し
て
無
責
任
極
ま
り
な
い
態
度
で
す
。 

 

沖
縄
県
は
、
翁
長
知
事
が
急
逝
す
る
直
前
に
出
し
た
指
示
に
基
づ
き
、
前
知
事
に
よ
る
新
基
地
建
設
の

た
め
の
埋
め
立
て
承
認
を
撤
回
し
、
安
倍
内
閣
は
埋
め
立
て
承
認
撤
回
を
受
け
、
法
的
対
抗
措
置
を
と
る

こ
と
を
表
明
す
る
な
ど
、
辺
野
古
新
基
地
建
設
は
次
期
知
事
が
真
っ
先
に
直
面
す
る
問
題
と
な
り
ま
す
。 

 

デ
ニ
ー
候
補
は
、
活
断
層
や
軟
弱
地
盤
の
存
在
な
ど
辺
野
古
沿
岸
の
海
域
が
、
公
有
水
面
埋
立
法
に
基

づ
く
埋
立
要
件
を
満
た
し
て
い
な
い
こ
と
を
指
摘
し
、
政
府
は
県
の
判
断
に
従
う
よ
う
求
め
て
い
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

普
天
間
基
地
所
属
の
オ
ス
プ
レ
イ
な
ど
の
海
兵
隊
機
は
、
県
内
全
域
で
重
大
事
故
や

ト
ラ
ブ
ル
を
お
こ
す
な
か
、
普
天
間
基
地
の
即
時
閉
鎖
・
撤
去
、
県
内
移
設
を
さ
せ
な

い
と
い
う
デ
ニ
ー
候
補
の
主
張
こ
そ
県
民
の
願
い
に
こ
た
え
る
も
の
で
す
。 

 市内小学校の運動会が１６日、各小学校でおこなわ

れ、校庭に子どもたちの声援が響きました。 

 沼田東小学校で 

は、同じ敷地内に 

ある特別支援学校 

の生徒たちといっ 

しょに交流ダンス、 

地域の人も参加し 

たふれあい玉入れ 

をおこないました。 

 大東議員は、９月定例市議会の一般質問で、医師の確保と救急医療の充

実、高齢になっても安心してくらせるための「お互いさま」のまちづくり、      

通学路のブロック塀の撤去と教室や体育館にエアコン 

の設置を求めました。 

 医師の確保について大東議員は、利根沼田で勤務する

ことを条件に返済不用の奨学金を創設することや救急

医療体制の充実について、特別交付税を活用し救急医療

を担っている病院への財政的支援の充実を求めました。 

  

 ９月定例市議会が７日開会し、動産の取得（新庁舎議場等システム整備

にかかわる危機の取得）、テラス沼田トレーニングプラザの設置及び管理

に関する条例の制定、平成２９年度沼田市一般会計及び特別会計７件の歳

入歳出決算の認定、平成３０年度沼田市一般会計補正予算（第３号）、特

別会計補正予算５件などが提案されました。 

 一般質問は、１３日、１４日、１８日の３日間おこなわれ、大東議員な

ど９人の議員が一般質問をおこないました。 

 平成２９年度沼田市一般会計及び特別会計７件の歳入歳出決算の認定

と平成２９年度沼田市水道事業剰余金の処分及び決算の認定については、

決算審査特別委員会（委員長 高柳勝巳議員）に付託され、１９日～２５

日までの４日間で審議され、２５日には討論・採決がおこなわれます。（決

算審査特別委員会は、１０時から議場でおこなわれ、傍聴もできます） 

 安保法制の成立から１９日で３年目となることから、

安保法制の廃止、憲法改悪阻止、安倍政権の退陣を求め

１５日、高崎市で立憲民主党、国民民主党、日本共産党、      

社会民主党、市民が参 

加して集会が開かれ

ました。 

 梅村さえこ参議院

比例予定候補が、日本

共産党を代表してあ

いさつをしました。 

高平殿敷観音堂跡 

 利根沼田の市町村を回る「沼田 

横堂三十三観音札所」の創設年代 

は不明ですが、江戸時代中期では 

ないかと考えられています。 

 白沢町には、第二十四番池野入 

観音堂、第二十五番高平殿敷観音堂、第二十六番生枝辻堂観

音堂の３カ所がありましたが、現在では、第二十四番池野入

観音堂が残っているだけです。 

 高平殿敷観音堂跡（写真上）には、雲谷寺の西の山のなか

に、石段の跡と石造物が二～三体残されているだけで、現在

は雲谷寺が第二十五番札所となっています。 

 御詠歌は、「高平やふもとのしきの観世音 二世を契りし誓

いたのもし」です。（白沢村誌より） 

       古語父山の鬼女おのぶ 

 「続かたりつぐ白沢むかしばなし」に、戦国時代に北条の

兵を追い払った「古語父山の鬼女おのぶ」の話しがあります。 

           北条氏政の兵が農家から食べ物を奪

うなど村々を荒らし、古語父山（写真

下）にやってきた時、おのぶは薪を投

げつけ追い払い、「古語父山には、鬼女

がいる」といわれるようになり、二度

と襲われることはありませんでした。 

 


